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学校通信「たんぽぽ」は1981年
の発行にあたって、勤看での学び
をそれぞれの
地で花さかせよ
うという願いを
こめて名づけら
れました。
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脳
は
移
動
す
る
た
め
に
あ
る

校
長
　
塩
川
　哲
男

　「人
間
に
は
歩
く
こ
と
が
何
よ
り
の
妙
薬
と
な
る
」

　
　ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
（
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
医
者
、
医
学
の
父
）

　私
の
専
門
分
野
で
あ
る
認
知
症
の
予
防
法
と
し
て
、
食
事
や
脳
ト
レ
よ
り
も
エ
ビ
デ

ン
ス
（
科
学
的
根
拠
）
が
あ
る
の
が
運
動
で
あ
る
。
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
行
え
る
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
、
ダ
ン
ス
な
ど
は
最
高
だ
が
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
散
歩
で
も
か
ま
わ
な
い
。
冬

は
雪
か
き
も
立
派
な
全
身
運
動
で
あ
ろ
う
。
体
を
動
か
し
た
あ
と
の
爽
快
感
、
そ
の
後

の
知
的
労
働
も
普
段
よ
り
集
中
力
が
上
が
る
こ
と
は
誰
で
も
経
験
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　現
生
人
類
（
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）
が
地
球
上
に
誕
生
し
た
の
は
20
万
年
前
と
言
わ

れ
て
い
る
。
我
々
の
祖
先
も
他
の
動
物
と
同
じ
く
、
生
き
る
た
め
に
体
を
動
か
し
て
狩

り
を
し
た
り
、
植
物
の
実
を
採
っ
た
り
し
て
い
た
は
ず
だ
。
約
１
万
年
前
、
農
耕
生
活

が
始
ま
り
、
こ
の
２
０
０
年
で
工
業
化
社
会
、
そ
し
て
今
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
で
あ
る
。

　ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
運
動
脳
」
の
著
者
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
精
神
科
医
ア
ン
デ

シ
ュ
・
ハ
ン
セ
ン
は「
生
物
学
的
に
は
、私
た
ち
の
脳
と
身
体
は
今
も
サ
バ
ン
ナ
に
い
る
。

私
た
ち
は
本
来
、
狩
猟
採
集
民
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
心
拍
数
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

よ
う
な
有
酸
素
運
動
の
効
用
を
力
説
し
て
い
る
。

　現
代
は
ネ
ッ
ト
社
会
で
、
コ
ロ
ナ
禍
も
加
わ
っ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
前
に
座
っ

て
い
れ
ば
な
ん
で
も
済
む
と
い
う
便
利
さ
の
代
わ
り
に
失
う
も
の
も
大
き
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

　運
動
と
言
え
ば
、
諸
般
の
事
情
で
こ
の
３
月
で
勤
医
協
体
育
館
の
賃
借
契
約
が
終
了

す
る
こ
と
は
残
念
だ
が
、
在
校
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
意
識
的
に
体
を
動
か
す
こ
と
を

す
す
め
た
い
。

　ま
た
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
職
場
で
看
護
師
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
３
年
生
の
み
な
さ

ん
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
機
器
を
活
用
す
る
と
同
時
に
、
患
者
さ
ん
の
元

へ
足
繁
く
通
い
、
五
感
を
研
ぎ
す
ま
せ
て
患
者
さ
ん
に
接
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
と

い
う
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

　
勤
医
協
で
は
就
職
年
か
ら
一
定
期
間
ご
と
に
職
員

学
校
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
15
年
目
と
20
年
目
の
学

校
で
卒
業
生
た
ち
と
出
会
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

「
平
和
と
人
権
」、「
キ
ャ
リ
ア
」に
つ
い
て
学
び
、グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
と
は
人
生
履
歴

そ
の
も
の
を
振
り
返
る
こ
と
で
す
。み
な
さ
ん
、
悩
み
、

迷
い
な
が
ら
、
ま
た
必
死
で
子
育
て
し
な
が
ら
勤
医

協
で
看
護
師
と
し
て
働
き
続
け
て
き
ま
し
た
。「
人

権
を
考
え
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
と
の
問
い
に
、
患
者
さ

ん
の
た
め
に
が
ん
ば
れ
た
こ
と
、
患
者
さ
ん
、
家
族

に
感
謝
さ
れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
と
口
々
に
看
護

現
場
で
の
や
り
が
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。「
患
者
さ

ん
の
た
め
に
多
職
種
で
力
を
尽
く
す
こ
と
が
人
権
を

守
る
こ
と
な
の
か
な
と
思
う
」「
経
済
的
な
理
由
で

治
療
を
中
断
し
て
し
ま
う
人
も
い
て
無
料
低
額
診
療

は
大
切
」「
学
生
時
代
に
平
和
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ

と
が
今
も
自
分
の
原
点
」
と
話
し
た
卒
業
生
も
。
一

緒
に
職
員
学
校
を
運
営
し
た
職
員
か
ら
は
「
勤
看

卒
業
生
っ
て
、
人
権
や
平
和
と
い
う
言
葉
が
自
然
に

で
て
き
て
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
教
育
を
し
て
き
た

ん
で
す
ね
」
と
声
を
か
け
ら
れ
て
、
ち
ょ
っ
と
誇
ら

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。（
Ｔ
）

〈
編
集
委
員
〉

佐
藤
幸
子

　
　田
村
章
江

能
登
佳
司
恵

　伊
達
深
晴

卒業する38回生　玄関ホールにて

　38回生のみなさん　卒業おめでとうございます。
　入学時には、コロナ禍による様々な制限がある中で、リモート病院探検や模擬事例での実習、
様々な自治会行事や道内の研修旅行やサークル活動など、どうやって感染予防をしながらでき
るかを考え、行ってきました。みんなで相談して様々なことをやり遂げた経験はきっとこれか
らも生かされると思います。
　私はみなさんより一足先に臨床で働いています。訪問看護師やケアマネジャーなどと連携を
取りながら患者さんの生活を支える「つなぐ」看護の重要性を日々実感しています。

　（いつかどこかで卒業生と一緒に働く日が来るかもしれないとわくわくしています。）
　体に気をつけて、周りの方の力をたくさん借りながら新しいスタートを切ってください。応援しています。

勤医協室蘭診療所　看護師長 菅原  奈津子

　38回生のみなさん、ご卒
業おめでとうございます。
　３年間本当にがんばりま
した。
　これから働く・進学する
皆さんにはたくさんの「初
めて」が待ってます。たく
さん緊張して失敗もすると思います。でも、大丈夫です。「初めて」
はたくさんの人が見守ってくれます。たくさんの失敗や経験を
通して、これからも自分で自分を育ててください。

勤医協札幌病院 ４階病棟
看護主任 嵯峨  千紘

　勤看38回生の皆さん、ご
卒業おめでとうございます。
　大いに学び、経験を積ん
だ３年間でしたね。コロナ
禍で制約があり、公私とも
に自由にならないもどかし
さもあったと思います。そ

んな激動を乗り越えた自分を信じ、仲間と過ごせた貴重な時間
を糧に看護師人生、自信を持って踏み出してください。
　今後皆さんとの出会いを楽しみに待っています。

勤医協札幌西区病院 外来
看護主任 川村  真由

勤医協中央病院 ２東病棟
看護主任 坂本 里実

　38回生のみなさん、ご卒業おめでとうご
ざいます。
　臨床実習ではどのような看護ケアが必要か、
患者さんの立場に立ち、仲間の力も借りなが
ら一生懸命考えている姿が印象に残っていま
す。就職後は慣れない環境の中で覚える事も
多く大変かと思いますが、看護学校で学んだ

ことを活かし
頑張ってほし
いです。今後
のご活躍を応
援しています。

ご卒業
おめでとう
ございます



看護学科
38回生
（３年生）

Beginning of a bright future!

今日も一緒に リハビリ
頑張りましょう！

ゆっくり
食べましょう

茶話会で先輩看護師と
交流しました。

38回生Ａクラスは、入学時から明るくにぎやかなク
ラスでした。今でもその明るさは変わらず、日々のグ
ループワークや実習のカンファレンスなどでは積極的
に意見交流することができ看護の学びを深めていきま
した。クラス全員での体育祭や学校祭でも学校内で１
番といっていいほど楽しみ最後の学校祭では総合優勝
することが出来ました。３年間辛いことも楽しいこと
もあったけど、看護師になっても頑張っていこうね!!

老年看護学実習Ⅱ期

総合ゼミナールの様子

国家試験対策 特別講義

災害看護の演習

　学校生活を振り返ると、コ
ロナ禍、学びの環境へ影響を受けま

した。討議や話し合いで苦戦し、時間をか
け発展してきました。最後の実習では、患
者さんの生活背景や願いを捉え、その人ら
しく生きることを支える看護の実践に苦慮
しながらも奮闘しました。臨床では困難な
ことがありますが、看護はチームでの実践
です！一人で悩まず周りに頼もしい仲間が
いることを忘れず、勤看で学んだことを糧
に焦らず一歩一歩進んでください。
卒業おめでとう！
Ｂクラス担任 能登 佳司恵

38回生のみなさん、卒業
おめでとうございます。みなさんは、

コロナ禍で入学となり、看護学生がスター
トしました。少しずつ制限がなくなり、学
生生活を過ごすことができるようになりま
したが、講義や実習、ゼミナールや試験と
忙しい毎日で、大変でしたね。そのような
中でも、仲間と励まし合い、乗り越えてい
きました。学校生活で得たたくさんのこと
はみなさんにとって大きな力になっていま
す。その力を信じて、たくましく成長し
ていくことを期待しています。
Ａクラス担任 小田 麻起子

国家試験
応援メッセージ

実習、講義で
お世話になった
臨床の職員より
たくさんの

応援メッセージが
届きました。

　３年生最後の実習。老年期の特徴や複雑な病
態に苦戦しながら、患者さんにとってより良い
看護を考え奮闘しました。
　実習後は、総合ゼミナールを行いました。様々
な事例から、看護について学び合いました。

クラス長　芦原
副クラス長　佐渡

　国試前、各領域の特別講義を受けま
した。臨床や、各領域担当の教員から、
熱い講義を受け支援してもらいました。

　災害看護の演習では、患者役と看護師役に分かれ、トリアージ
を行いました。災害時の判断や考えて行動するなど、難しさがあ
りましたが、演習を通し災害看護の実際を学ぶことができました。

～退院に向けた療養指導～
患者さんの生活や不安を
聴きパンフレットを
作成しました。

～口腔ケア～
患者さんにとって安楽な方法を
考え、毎日ケアをしました。

クラス長　鈴木
副クラス長　猪股

　Ｂクラスはみんな静かで可愛いクラスです。３年
間の実習や勉強で忙しい中、辛いこともありました
が、みんなで卒業を迎えられた事はすごい事だと思
います。これからそれぞれ看護の道へ進んでいきま
すが、この３年間で身につけた忍耐力と学んだこと
を活かして変わらず元気に頑張っていきましょう。

国家試験直前に
先輩と後輩が応援に
駆けつけてくれました。
温かいメッセージとともに
応援をしてくれました。
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美ら海水族館

首里城公園

沖縄陸軍病院南風原壕群20号

辺野古テント村

飯上げの道

ひめゆり資料館

成人看護学実習Ⅱ期成人看護学実習Ⅱ期成人看護学実習Ⅱ期

　夏休みの明けから始まった成人看護学実習Ⅱ期は、臨床で看護過程を展開する初めての実習です。実習前
には模擬事例を使って看護過程を学習し、実習に臨みました。臨床では、看護チームの指導を受けながら毎
日の観察や看護援助を行うことが出来ました。実際に看護問題を考え、対象に合った看護計画を立案するこ
とは難しかったようですが、退院に向けた対象の思いや家族も含めた看護についても考えることができ、学
生個々の成長を感じる実習でした。
10月の沖縄研修旅行では、現地に行くことで戦争の恐ろしさや悲惨さを感じ、人権が尊重され医療や看護
を行うためには、戦争のない平和な国であることが大切であると学んできました。
日々の講義や演習、実習で多くのことを学び、一歩ずつ成長している39回生。これからも仲間とともに学び、
成長していく姿に期待しています。 学年担当 吉田 文絵

　平和ガイドの同行で、
首里城公園の見学を行
いました。米軍による
激しい攻撃を受け美し
い首里城が破壊されて
いった歴史的経過につ
いても学びました。

　反対運動を行っている方から実際にお話しを聞き、美しい海を守りた
いという思いや、後世の平和を願う気持ちについて知ることがきました。
基地移設問題は沖縄だけの問題ではないことを実感しました。

　研修旅行委員を
中心に事前ニュー
スの発行や、現地
での点呼や連絡係
などそれぞれが役
割を担い無事に終
えることができま
した。

沖縄研修旅行
10月16日（月）～20日（金）

沖縄研修旅行で平和や生命の尊さを学び、
看護観を深めています

看護学科
39回生
（２年生）

看護学科
39回生
（２年生）

看護学科
39回生
（２年生）

食事の後はみんなで
楽しく沖縄民謡を
うたって踊りました！

　壕の見学では平和ガイドに
よる説明を聞きながら、そこ
で行われていた医療について
考えました。療養としては劣
悪な環境の中、医療が行われ
ていたことを知り、戦争の悲
惨さを目の当たりにしました。

　ひめゆり学徒隊が利用した「飯上げの道」を
実際に通り、当時の様子について説明を受け、
荷物を担ぐ体験をすることができました。

　在宅酸素療法が必要な
患者さんへ、自宅で管理
していくための注意点な
ど、パンフレットを作成
しました。

ホテルのプールで
楽しく過ごしました!!

　各グループで、【平和と医療】につ
ながる学習目標を決めて事前学習か
ら取り組みました。
　研修旅行後にゼミナールを行い、
平和と医療についてさらに深め学び
合いました。

学びの
風 景
学びの
風 景
学びの
風 景
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看護学科
40回生
（１年生）

看護学科
40回生
（１年生）

看護学科
40回生
（１年生）

仲間とともに一歩ずつ…
　看護を学びあっています‼

　ナーシングセレモニーを終え、クラス全体の雰
囲気も学びに向かってきています。はじめての基
礎看護学実習Ⅱ期では、患者さんが安全安楽に過
ごすための療養環境を考え実践し、バイタルサイ
ン測定を行い正常と異常について考えることがで
きました。コミュニケーションでとまどうことも
ありましたが、患者さんを知ることが看護で大切
であると学ぶことが出来ました。生命活動演習で
は、集団学習を進めるためには個人学習が大切で
あることに気づき、最後のゼミナールでは各系が
繋がって恒常性を保ち健康でいられることを学び
ました。日常生活援助技術ゼミナールもあり、冬
休みもふくめて頑張って練習していました。
　これからも仲間と一緒に頑張ろう！

１学年担当 身﨑 佳世

　初めて患者さんを受け持った実習でした。ドキドキの
５日間でしたが、環境整備やバイタルサイン測定、足浴
など実施し、患者さんからたくさんのことを学びました。

　循環、消化吸収・代謝、脳と神経の仕組みと働きな
ど８つの課題テーマに沿って、グループに分かれて学
習しました。約１ヶ月かけて人間の「健康に生きる力」
について学びを深めました。クラスで発表し人間の恒
常性維持機能について交流しました。

　リネン交換や手浴・足浴、
清拭などのテーマに分かれて、
患者さんの安全・安楽を考え
た技術を実施できるようにグ
ループで検討し練習しました。

　10月には「勤看祭」として学校祭が行われました。午前は、借
り人競争や障害物リレー、そして、クラス対抗綱引きや大縄跳び
で身体を動かし、大いに盛り上がりました。午後は、有志で個性
あふれるステージが繰り広げられました。実習や勉強の日々で忙
しい中でしたが、心に残る素晴らしい学校祭となりました。

　12月１日、40回生のナーシングセレモニーが行われました。
キャリアビジョンを自分の言葉で発表し、看護の道を歩む決意
を新たにしました。セレモニーの後は、学生自治会主催のキャ
ンドルサービスが行われ、先輩より一人ひとりのキャンドルに
明かりがともされ祝福を受けました。

実習がんばりました!(̂ )̂!

リハビリで患者さんと
一緒に病院の花壇まで

歩きました。

麻痺のある患者さんや
体動困難な患者さんに
ついて事例に沿って
みんなで話し合いながら
頑張りました!!

難しいなぁ～

グループワークの様子

グループワークの様子

呼吸グループ

免疫グループ血糖・内分泌系グループ

手話サークルの
発表も素敵でした

教員チームも
頑張りました！
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呼吸のしくみについて
肺の模型を作成して
分かりやすく

説明するため検討中

車椅子に
乗りますね

横を向きますね

ナーシングセレモニー
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誓いの言葉

目指す看護師像を堂々 と！

クラス一丸となって！
せーのっ！

障害物競走障害物競走
障害物リレー 借り人競争

３年生、圧巻の
パフォーマンス！

本格的な
津軽三味線に
感動です！

キレッキレのダンス

キャンドルサービス

勤看祭
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仲間とともに一歩ずつ…
　看護を学びあっています‼

　ナーシングセレモニーを終え、クラス全体の雰
囲気も学びに向かってきています。はじめての基
礎看護学実習Ⅱ期では、患者さんが安全安楽に過
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休みもふくめて頑張って練習していました。
　これからも仲間と一緒に頑張ろう！

１学年担当 身﨑 佳世
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常性維持機能について交流しました。
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しい中でしたが、心に残る素晴らしい学校祭となりました。
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実習がんばりました!(̂ )̂!
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れました。
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脳
は
移
動
す
る
た
め
に
あ
る

校
長
　
塩
川
　哲
男

　「人
間
に
は
歩
く
こ
と
が
何
よ
り
の
妙
薬
と
な
る
」

　
　ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
（
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
医
者
、
医
学
の
父
）

　私
の
専
門
分
野
で
あ
る
認
知
症
の
予
防
法
と
し
て
、
食
事
や
脳
ト
レ
よ
り
も
エ
ビ
デ

ン
ス
（
科
学
的
根
拠
）
が
あ
る
の
が
運
動
で
あ
る
。
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
行
え
る
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
、
ダ
ン
ス
な
ど
は
最
高
だ
が
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
散
歩
で
も
か
ま
わ
な
い
。
冬

は
雪
か
き
も
立
派
な
全
身
運
動
で
あ
ろ
う
。
体
を
動
か
し
た
あ
と
の
爽
快
感
、
そ
の
後

の
知
的
労
働
も
普
段
よ
り
集
中
力
が
上
が
る
こ
と
は
誰
で
も
経
験
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　現
生
人
類
（
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）
が
地
球
上
に
誕
生
し
た
の
は
20
万
年
前
と
言
わ

れ
て
い
る
。
我
々
の
祖
先
も
他
の
動
物
と
同
じ
く
、
生
き
る
た
め
に
体
を
動
か
し
て
狩

り
を
し
た
り
、
植
物
の
実
を
採
っ
た
り
し
て
い
た
は
ず
だ
。
約
１
万
年
前
、
農
耕
生
活

が
始
ま
り
、
こ
の
２
０
０
年
で
工
業
化
社
会
、
そ
し
て
今
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
で
あ
る
。

　ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
運
動
脳
」
の
著
者
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
精
神
科
医
ア
ン
デ

シ
ュ
・
ハ
ン
セ
ン
は「
生
物
学
的
に
は
、私
た
ち
の
脳
と
身
体
は
今
も
サ
バ
ン
ナ
に
い
る
。

私
た
ち
は
本
来
、
狩
猟
採
集
民
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
心
拍
数
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

よ
う
な
有
酸
素
運
動
の
効
用
を
力
説
し
て
い
る
。

　現
代
は
ネ
ッ
ト
社
会
で
、
コ
ロ
ナ
禍
も
加
わ
っ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
前
に
座
っ

て
い
れ
ば
な
ん
で
も
済
む
と
い
う
便
利
さ
の
代
わ
り
に
失
う
も
の
も
大
き
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

　運
動
と
言
え
ば
、
諸
般
の
事
情
で
こ
の
３
月
で
勤
医
協
体
育
館
の
賃
借
契
約
が
終
了

す
る
こ
と
は
残
念
だ
が
、
在
校
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
意
識
的
に
体
を
動
か
す
こ
と
を

す
す
め
た
い
。

　ま
た
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
職
場
で
看
護
師
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
３
年
生
の
み
な
さ

ん
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
機
器
を
活
用
す
る
と
同
時
に
、
患
者
さ
ん
の
元

へ
足
繁
く
通
い
、
五
感
を
研
ぎ
す
ま
せ
て
患
者
さ
ん
に
接
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
と

い
う
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

　
勤
医
協
で
は
就
職
年
か
ら
一
定
期
間
ご
と
に
職
員

学
校
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
15
年
目
と
20
年
目
の
学

校
で
卒
業
生
た
ち
と
出
会
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

「
平
和
と
人
権
」、「
キ
ャ
リ
ア
」に
つ
い
て
学
び
、グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
と
は
人
生
履
歴

そ
の
も
の
を
振
り
返
る
こ
と
で
す
。み
な
さ
ん
、
悩
み
、

迷
い
な
が
ら
、
ま
た
必
死
で
子
育
て
し
な
が
ら
勤
医

協
で
看
護
師
と
し
て
働
き
続
け
て
き
ま
し
た
。「
人

権
を
考
え
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
と
の
問
い
に
、
患
者
さ

ん
の
た
め
に
が
ん
ば
れ
た
こ
と
、
患
者
さ
ん
、
家
族

に
感
謝
さ
れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
と
口
々
に
看
護

現
場
で
の
や
り
が
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。「
患
者
さ

ん
の
た
め
に
多
職
種
で
力
を
尽
く
す
こ
と
が
人
権
を

守
る
こ
と
な
の
か
な
と
思
う
」「
経
済
的
な
理
由
で

治
療
を
中
断
し
て
し
ま
う
人
も
い
て
無
料
低
額
診
療

は
大
切
」「
学
生
時
代
に
平
和
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ

と
が
今
も
自
分
の
原
点
」
と
話
し
た
卒
業
生
も
。
一

緒
に
職
員
学
校
を
運
営
し
た
職
員
か
ら
は
「
勤
看

卒
業
生
っ
て
、
人
権
や
平
和
と
い
う
言
葉
が
自
然
に

で
て
き
て
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
教
育
を
し
て
き
た

ん
で
す
ね
」
と
声
を
か
け
ら
れ
て
、
ち
ょ
っ
と
誇
ら

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。（
Ｔ
）

〈
編
集
委
員
〉

佐
藤
幸
子

　
　田
村
章
江

能
登
佳
司
恵

　伊
達
深
晴

卒業する38回生　玄関ホールにて

　38回生のみなさん　卒業おめでとうございます。
　入学時には、コロナ禍による様々な制限がある中で、リモート病院探検や模擬事例での実習、
様々な自治会行事や道内の研修旅行やサークル活動など、どうやって感染予防をしながらでき
るかを考え、行ってきました。みんなで相談して様々なことをやり遂げた経験はきっとこれか
らも生かされると思います。
　私はみなさんより一足先に臨床で働いています。訪問看護師やケアマネジャーなどと連携を
取りながら患者さんの生活を支える「つなぐ」看護の重要性を日々実感しています。

　（いつかどこかで卒業生と一緒に働く日が来るかもしれないとわくわくしています。）
　体に気をつけて、周りの方の力をたくさん借りながら新しいスタートを切ってください。応援しています。

勤医協室蘭診療所　看護師長 菅原  奈津子

　38回生のみなさん、ご卒
業おめでとうございます。
　３年間本当にがんばりま
した。
　これから働く・進学する
皆さんにはたくさんの「初
めて」が待ってます。たく
さん緊張して失敗もすると思います。でも、大丈夫です。「初めて」
はたくさんの人が見守ってくれます。たくさんの失敗や経験を
通して、これからも自分で自分を育ててください。

勤医協札幌病院 ４階病棟
看護主任 嵯峨  千紘

　勤看38回生の皆さん、ご
卒業おめでとうございます。
　大いに学び、経験を積ん
だ３年間でしたね。コロナ
禍で制約があり、公私とも
に自由にならないもどかし
さもあったと思います。そ

んな激動を乗り越えた自分を信じ、仲間と過ごせた貴重な時間
を糧に看護師人生、自信を持って踏み出してください。
　今後皆さんとの出会いを楽しみに待っています。

勤医協札幌西区病院 外来
看護主任 川村  真由

勤医協中央病院 ２東病棟
看護主任 坂本 里実

　38回生のみなさん、ご卒業おめでとうご
ざいます。
　臨床実習ではどのような看護ケアが必要か、
患者さんの立場に立ち、仲間の力も借りなが
ら一生懸命考えている姿が印象に残っていま
す。就職後は慣れない環境の中で覚える事も
多く大変かと思いますが、看護学校で学んだ

ことを活かし
頑張ってほし
いです。今後
のご活躍を応
援しています。

ご卒業
おめでとう
ございます




